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「浜松自動運転やらまいかプロジェクト」とは

⇒今回は「交通空白地における交通弱者の足の確保」
を４者で取り組む課題に選定 1

平成28年連携協定締結



前回からの踏込
第2回実証実験後、住民の立場に立った将来の公共交通サービスの形を考えた。
第3回実証実験の目的は、第2回の課題クリアと共に、将来の自動運転の実用化を見
据えた自動運転（Lｖ2相当）の改良及びユーザーニーズの収集とする。

最終的な公共交通サービスの形

第2回実証実験の形

定時・定路線車両

予約アプリ 運行管理
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第3回実証実験の目的
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第2回実証実験での課題 ➡ 第3回実証実験での取組み

スマートフォンからのドア開けシステム
の仕組みの検証 ➡ 取組み①

スマートフォンをデジタルキーとして使用した自動
ドア開閉機能の追加

無人運転を想定したお客様への案内及び
インターフェイスの検証 ➡

取組み②
・遠隔管制センターの検証
・車両の運転席助手席後ろ側に車の制御状態を表示
したインジケータの追加

改良を加えた自動運転機能（自動運転レ
ベル2相当）を搭載した車両の技術検証 ➡ 取組み➂

・白線検知による走行からLiDARによる走行に変更
・自動運転(Lv2相当）区間の拡大

第2回実証実験の課題に対する第3回での取組み



目 的 ：浜松市の交通課題を解決し、持続可能な公共交通の
あり方を探るため、将来の自動運転の実用化を見据えた
自動運転（Lv2相当）の検証及びユーザーニーズを収集す
る実証実験を行う。

場 所 ：浜松市西区庄内地区

ルート ：庄内協働センターを発着とするルート(右図)

折り返し地点で1号車と2号車を乗り換え

距 離 ：片道約3.4km
形 態 ：有人による手動運転（1号車）

自動運転技術（Lv2相当）による走行（2号車）

期 間 ：令和4年5月17日（火）～20日（金）

モニター：52名（関係者を含む）※事前予約制

運 賃 ：無料

車 両 ：小型自動車（スズキ ソリオ）2台
・1号車：デジタルキーによる自動ドア開閉機能

予約システム、遠隔通話通信システム体験車両

・2号車：自動運転（Lv2相当）体験車両

乗車可能人数は最大2名（ドライバー・監視員を除く）

総走行距離：1号車…約156.4㎞

2号車…約156.4km （内自動:約96.6km）

第3回実証実験の概要
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赤色は自動運転（Lv2相当）による走行区間
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予約システムの概要
①予約する ②乗車する ③降車する

※第3回実証実験ではスマホへの予
約情報は事務局が入力し、当日スマ
ホを貸し出す運用を行いました。

・予約された方がスマホを持って
車両に近づくだけで自動でドア
が開きます。

乗るバス停、降りるバス
停、日付、人数、乗りた
い時刻を選んで予約 ・シートベルトを着用すると

自動でドアが閉まります。

車内の画面

♪浜名湖環境財団駐車場
に到着しました♪

音声アナウンス

・予約時に指定した「降りるバス
停」で車が停まり、自動でドア
が開きます。

・スマホを持って車両から離れる
と自動でドアが閉まります。

・専用アプリで予約をす
ると車両が配車されま
す。
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第３回実証実験での取組みに関するご意見
取組み①
デジタルキーによる自動ドア開閉機能について

良かった点
• 開閉が自動なのは乗り降りする際に楽である。
• 体が不自由な人や子連れの親など手荷物が多い人にとっては必要な機能で
ある。

• 予約した人だけに反応するため安心感がある。

今後の改善点

• 予約するところから試してみたかった。
• 便利な機能だが自分で開閉したい。
• 車両が複数台近くにいるときに、どれが自分の予約した車両か分かりづら
いかもしれない。

• 予約時間より早く到着した際にドアが開けられるとよい。

試乗モニターによるアンケート結果
「デジタルキーシステムによる自動ドア開閉システムについて」

回答数 割合(%)

今後も使いたいと思った 47 90.4 

使いたいと思わなかった 2 3.8 

体験できなかった 2 3.8 

未回答 1 1.9 

合計 52 100 

「今後も使いたい」
と回答した人が9割
を占めました。
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第３回実証実験での取組みに関するご意見
取組み②
無人運転を想定したお客様とのインターフェイスの検証
（遠隔管制センター及び車内モニターの検証）

良かった点
• 遠隔管制センターとリモートで会話ができて安心感があった。
• 今回のように郊外型の運行では無人型、遠隔管制センターからの見守りが
望ましいのでとてもよいサービスであると思った。

今後の改善点
• 車内モニターはもう少し大きくてよいと思った。
• 走行速度の表示の仕方が今の場合見づらいと感じた。
• モニター表示が何を表示しているのか分からないので、サービス目線でわ
かりやすく表示してほしい。

試乗モニターによるアンケート結果
「遠隔管制センターからの見守りで安心
して乗車できるか？」

回答数 割合(%)

そう思う 49 94.2 

遠隔の見守りは必要ない 1 1.9 

どちらでもよい 0 0.0 

未回答 2 3.8 

合計 52 100.0 

試乗モニターによるアンケート結果
「車内モニター画面はどうだったか？」
（第2回実証実験との比較）
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「見やすい」と回答
いただいた方が36％
増加しました。
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第３回実証実験での取組みに関するご意見
取組み➂
改良を加えた自動運転車両（Lv2相当）について

良かった点
• 安全速度のため安心して乗れた。
• 車両挙動が安定していた。
• 自動と手動の違いは特に感じなかった。

今後の改善点 • 人通りが多いところ、信号・交差点を走ったらどうなるか知りたい。
• 路上駐車や障害物への対応がどうなるか知りたい。

試乗モニターによるアンケート結果
「自動運転中に不安や危険を感じる
ことがありましたか？」（第2回実証実験との比較）

試乗モニターによるアンケート結果
「将来この取組が実用化されたら利用したい
ですか？」（第2回実証実験との比較）
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不明・未回答

分からない

利用したくない

利用したい

第2回
第3回

「利用したい」と回
答いただいた方が
32％増加しました。



自動運転やらまいかプロジェクト第３回実証実験 振り返り
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（1）自動運転による
持続的な公共交通の
検討について

・コロナ禍で制約がある中、利用者にとって利便性の高い運行経路、ダイヤ
設定とすることが難しかったため、今後は利用者にとって乗車しやすい運
行計画の調整やニーズ把握に努めるとともに、コスト面、運用面（運賃精
算のタイミングや料金）の検討が必要。

（2）自動運転に対す
る受容性や期待値に
ついて

・自動運転車両（Lv2相当）の乗り心地を後部座席で体験してもらった結
果、安心して乗車してもらえることが分かった。
・走行できる範囲を拡大していくため、技術のレベルアップに取り組む。
・アンケートから「将来実用化されたら利用したい」との声が多かった。
・第2回実証実験時よりも受容性や期待値は高くなっているものと推察。
・一方で、「ドライバーが座っているのにハンドルを持っていないという状
況を怖い」と感じる人がいた。
・引き続き、安全性や利便性を高めるとともに、本プロジェクトを広く周知
して、受容性や期待値の向上に努めていくことが大切。

（3）自動運転モビリ
ティサービスのユー
ザビリティ確認につ
いて

・スマートフォンをデジタルキーとして使用した自動ドア開閉機能は好評。
・乗客や車両が想定通りの動きをしない場合などに、正しく機能しなくなる
など、ロバスト性の面で課題が明らかになった。
・車内ディスプレイの表示ズレが発生することがあった。
・アンケート結果から、「将来的には、車内に料金、時刻や急ブレーキのサ
インなどの情報を表示して欲しい」との声があった。
・スマートフォンや車内モニターにおいて利用者が喜ぶ情報の検証が必要。
・自動音声による定型的な案内及び利用者からの問い合わせに対する自動応
答の仕組みの検討が必要。

（4）遠隔管制セン
ターからの通信・通
話の安定稼働につい
て

・遠隔管制センターからのデータ通信と音声通話は概ね正常に稼働していた
が、実証実験中に3回ほど遠隔管制センターと車内との通話が途切れる問
題が発生したため検証と改善が必要。
・通話の音質や聞き取りやすさについては改善要望をいただいた。
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自動運転やらまいかプロジェクト 今後の取組み
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今回の実証実験を通じて、多くのモニターの方にご参加い
ただき、自動運転車両に対する受容性の高さや実用化に対す
る期待値の高さを改めて認識することができた。
一方で、実用化に向けての技術的課題（人通り・信号・一
時停止がある場面等）やサービス面での課題（料金体系・車
内モニター・スマートキーによる自動ドア開閉機能等）を発
見することができた。
今後も実証実験を通じて、課題の抽出と解決を繰り返し、
将来の自動運転実用化に向けて４者間で議論を継続していく。



徐々に自分で動ける範囲が狭くなっていく現状
少子高齢化、免許返納、過疎化、公共交通の再編など

【課題】浜松市民の活動（行動）範囲の状況
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＜参考＞浜松自動運転やらまいかプロジェクト



【目標】やらまいかプロジェクトで描く将来の公共交通サービスの形
自分で行きたくなったら自分で行ける“しくみ”を作る。
自分の意思で動ける範囲が広がっていきいきしてくる。

＜参考＞浜松自動運転やらまいかプロジェクト



ご協力ありがとうございました


